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宮城外誌のプランクトンに就ては洞揮勇氏の研究が昭和7年に陸水串雑誌

第2巻の誌上に護表されている。議報告によれば 1931，....1932の聞に得られ

た藻類の内欝は藍藻2種，珪藻6種，鞭毛藻8種，双鞭藻 6種，緯藻14種，

合計 36種であると云う。筆者は昨年西山茂雄氏が閥東地方修串旗行に引卒

して行かれた際に採集された資料を頂戴して検する機舎を得た。此の資料は

1952年 5月に採集されたもの‘で，先の洞津氏の調査されたものからは20年

の歳月を経て.t;-v ，其の聞の外接に出現する植物プランクトン相の消長の一

端を知り得る様に恩われた.もっとも資料は一年の一時期のものでaうるから

周年にわたる該相を知る事は出来危いし，又一資料をもって 20年前のプラ

ンクトン相と比較して論議する事も受賞ではない.唯洞津氏の報告にない種

類が若干出現しており， 5月に於けるプランクトン相の重要君主地位を占めて

いる事は見逃し難い。此の機舎に資料を提供して下さった西山茂雄氏に深謝

する。

植物プランクトンは藍藻2種，珪藻4種，緯藻8種，鞭毛藻1種が認めら

れた。量的には Melosiraが最も多く， Microcystis， Attheya， Pediastrumがとれ

に戎ぐ。此の外個体教は少ないが Stattrastrumが撤種認められた。 Microcystis

aeruginosa K色TZ. は各地の池泊に瓦期水ノ華を形成する普通の浮酵位の藍藻

で洞津氏の Clathrocystisaeruginosaに相賞する。藍藻にはもう一種 Aphanoal.仰

bi/ormおA.BR.が出現してゐL 境界有す明の粘塊内に多数の細胞が坦在し

て群体をなし量的には Microcystisに劣る。本種は元来集生のものに名付け

られたが水生の AphanocapsarifJUlaris、(CARM.)RABENH. と同一種でるると云

われている.細胞は約 6μ の直径を有し擬抱が認められた。洞津氏は浮瀞珪
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70 重量 類第1$ 第3務昭和m年 12月

藻として MeZosira itaZica K伽 'Z. を畢げているが筆者の検したものは Me-

Zosira granuZata但HRE悶・)RALFSで，末端細胞に顕著た刺がるり容易に直別

が出来る。共の外に Asterionella，NavicuZa等教麗泊漣べられているが種名が

明らかにされていゑい。 5月の資料では Asterionellagracillima (HA:NTZSCH) 

HEIBERGの外に FragiZariacrotollensis KITT・が少数個体検出された。 Attheya

Zachariasi J. BR'聞は川村多賀二氏によれば各期琵琶湖に多数出現すると云

う。本種は中部地方の湖沼にも分布してjo-b，前二者と共に本邦浮酵珪誌の

重要注る一員である。鞭毛類は唯一種 Dillobryollsertularia IMHoF.が認められ

た。此の種類も洞津氏の報告には訟い。

線藻では Pediastrumが最も量的に多〈又大形で目立っているが洞津氏の報

告にはたい。 PediastrtlmsimpZex (MEYEN) LEMM・V町 .duodenarium但AIL.)RA-

BENH. と PediastrumcZathratllm (ScHROTER) LEMM. とが殆んE等量混棲して

いる。畢名に就ては十分主主検討を矯してい1;(いので BRUNTHALER，PRESCOTT

雨氏の著書に従って上記の様にして必<0 PRESCOTT氏は此の雨者を同一種

と見訟している様でるり，筆者も同一種にみなしたい。 PediastrumdupZex ME-

YEN var. cZathratum (A. BR.) LAGERH. は，上記種にくらべると著しく個体

重まが少たい。 Scenedesmusquadricauda何UR.P.)B凶B.，Tetraedron mi.πin脚 1(A. BR.) 

HA:NSG.， CoeZastrum sphaericum N.λG・は何れも稀に護見された。洞津氏は Sta-

urastrum SebaZdi REINSCHを記してゐられるが該種はたし小形の Staurastrum

が 3種混棲じていた。此等の種類は相互に類似じているので見逃され易いが

失の様にして匝別する。

la. 細胞は上面より見て二放射形。

2a. 搬小種，腕欣突起は短かく，先端に刺訟し。

…• St. tetracerum 
2b. 梢々中形種，腕欣突起は長く，先端に三刺を具う。

. St. paradoxum 

lb. 細胞は上面より見て三放射形。

2a. 牛細胞はコップ形，腕紙突起は斜め上方に向う。

........... ... St. paradoxum var.仰向IUm

2b. 牛細胞は鏡形，腕欣突起は殆んc!:7k卒。

…... St. Manfeldtii var. pZanctonicunl 

Staurastrum tetracerum RALFS は本邦王子地の池沼に康く分布してゐり，外接
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園服説明

1. Ped似strumBimplez (1¥血YEN)LEM弘 var.duodenar伽 m(BAIL.) 
RABENH. 2. P. olathrat~仰(ScHRÖ官R) LEMM. 3. P. duplez 
MEYEN var. clathratum (ムBR.)LAGERH. 4. Atthe抑 Zachar伽割・
よ BRUN. 5. Sc側 eds抑制q制 dr伽旬dα(TuRp.)BREB. 6. Tetrae-
dr抑 制，nimum(A. BR.) HANsG. 7. Staurl1.8trum parad，郎 um
MEYEN vor. paruum WEST. 8. St. paradozum MEYEN. 9. St. 
Manfeldtii DELP. var. pla.nctonicum LUT阻 M.
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でも少数個体が殻見された。 StaurastrumμradoxumMEYENの基本種は 3--4・

radiate formでるるが biradia:也 form も報告されている。英園産に就て

WEST & CARTER雨氏の圃設するものに良〈一致する。 G.M. SMITH氏に

よればウイスコンシン湖沼には StaurastrumtetraCeT1tm RARFS V:町'.f)alid:仰 W.

& G. S. WESTがあると云う。又 St.Chaetoceras (ScHROTER) G. M. SMITHも

biradia:胞 formで何れも外語産の biradiateformに類似しているが，前者

とは腕扶突起の先端に銑き刺を有する事により，後者とは牟細胞体の雨側縁

の平滑~る性質により，又突起や半細胞上部内側に頼粒群を検〈事により直

別ずる.St. Manfeldtii DELP. V町'.planctonicz即日TKEM.は水平に伸びた腕赦

突起と其の先端が叉般に分岐する事により，牛細胞の形般により外譲産の他

種と匝別する。欧掛l産の記載よりは柑々小形で，細胞の長さは突起共に 38--

39/1.，幅 60/1.，離れの幅 9.5μ であった。本種は長らく不明のままにされてい

たもので近年 G~ÖNBLAD， M路部OMM回， TEILING， SKUJA等北欧の諸事者

の研究により明らかに友りつつある種類であって，原著者日時臨むLLER氏

がルンツ下糊に於て注した植物プランクトン研究の中に含まれていたものと

推測され，氏の第一戎大戦中に於ける死亡によって賞現を見守，其の後稿者

DoNAT氏によって完成された同湖の胸nu副 ptもドイツ敗職に際曾して共

に失われたと云う。唯L也TKEMULLER氏が G.S.WEST氏に諮った私信の中

に本種が述べられて会り僅かに氏の構想を知る事が出来ると云う。 EINAR

TEILlNG氏が此の閣の事情を明らかにしている。
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